
(57)【要約】

【課題】カバーが閉じた状態で確実にロックされるが、

操作性は損なわれない、小型の薄形カードを接続するの

に適した、薄型化が容易にに可能で安価なコネクタを提

供すること。

【解決手段】ハウジング１１に保持したコンタクト１６

に接続相手を押し付け接続するためのカバー１２が、第

１の方向に回動可能にかつ第１の方向と交差する第２の

方向では移動可能にハウジングに保持される。カバーを

接続状態に維持するためのロック部１４，２１は、第１

の方向とは反対の方向及び第２の方向において係合する

ものである。接続相手を離脱させる際、カバーを第１の

方向へ回動させてロック部の係合を解除しかつ第２の方

向へ移動させ、これにより接続相手の離脱を可能にする

。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
コ ン タ ク ト と 、 前 記 コ ン タ ク ト を 保 持 固 定 し た ハ ウ ジ ン グ と 、 接 続 相 手 を 前 記 コ ン タ ク ト
に 押 し 付 け 接 続 す る た め の カ バ ー と 、 前 記 カ バ ー を 接 続 状 態 に 維 持 す る た め の ロ ッ ク 部 と
を 有 し 、
前 記 カ バ ー は 、 第 １ の 方 向 に 回 動 可 能 に か つ 前 記 第 １ の 方 向 と 交 差 す る 第 ２ の 方 向 で は 移
動 可 能 に 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 保 持 さ れ 、
前 記 ロ ッ ク 部 は 、 前 記 第 １ の 方 向 と は 反 対 の 方 向 及 び 前 記 第 ２ の 方 向 に お い て 係 合 す る も
の で あ り 、
前 記 接 続 相 手 を 離 脱 さ せ る 際 、 前 記 カ バ ー を 前 記 第 １ の 方 向 へ 回 動 さ せ て 前 記 ロ ッ ク 部 の
係 合 を 解 除 し か つ 前 記 第 ２ の 方 向 へ 移 動 さ せ 、 こ れ に よ り 前 記 接 続 相 手 の 離 脱 を 可 能 に す
る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 カ バ ー を 前 記 第 １ の 方 向 と は 反 対 の 方 向 に 向 け て 常 時 付 勢 す る 弾 性 部 材 を さ ら に 有 し
た 請 求 項 １ に 記 載 の コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ロ ッ ク 部 は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 結 合 さ れ た ハ ウ ジ ン グ ロ ッ ク 部 と 、 前 記 カ バ ー に 結 合
さ れ た カ バ ー ロ ッ ク 部 と を 含 み 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ ロ ッ ク 部 及 び 前 記 カ バ ー ロ ッ ク 部 は 、 前
記 第 １ の 方 向 と は 反 対 の 方 向 及 び 前 記 第 ２ の 方 向 に お い て 互 い に 機 械 的 に 係 合 す る も の で
あ る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ハ ウ ジ ン グ ロ ッ ク 部 は 前 記 第 １ の 方 向 に 開 放 さ れ た 凹 部 を 有 し 、 前 記 カ バ ー ロ ッ ク 部
は 前 記 凹 部 に 嵌 合 す る も の で あ る 請 求 項 ３ に 記 載 の コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 カ バ ー を 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 前 記 第 ２ の 方 向 で 摩 擦 に よ り ロ ッ ク す る 摩 擦 ロ ッ ク 部 を さ
ら に 有 し た 請 求 項 １ － ４ の い ず れ か に 記 載 の コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ６ 】
コ ン タ ク ト と 、 前 記 コ ン タ ク ト を 保 持 固 定 し た ハ ウ ジ ン グ と 、 接 続 相 手 を 前 記 コ ン タ ク ト
に 押 し 付 け 接 続 す る た め の 金 属 製 の カ バ ー と 、 前 記 カ バ ー を 接 続 状 態 に 維 持 す る た め の ロ
ッ ク 部 と を 有 し 、
前 記 カ バ ー は 前 記 ハ ウ ジ ン グ と 回 動 可 能 に 係 合 し た 軸 部 を 備 え て お り 、
前 記 軸 部 は カ バ ー と 一 体 に 金 属 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る コ ネ ク タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 Ｉ Ｃ カ ー ド 等 の よ う な 小 型 の 薄 形 カ ー ド を 接 続 す る の に 使 用 さ れ る コ ネ ク タ に
関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
最 近 で は Ｉ Ｃ カ ー ド の 普 及 に 著 し い も の が あ る 。 例 え ば 携 帯 電 話 等 の よ う に ユ ー ザ ー が 常
時 携 帯 可 能 な 小 型 機 器 に も Ｉ Ｃ カ ー ド を 接 続 す る た め の コ ネ ク タ が 備 え ら れ て い る 。 こ の
種 の コ ネ ク タ に は 、 薄 形 で あ る こ と や Ｉ Ｃ カ ー ド を 保 護 す る 機 能 を も つ こ と 等 が 求 め ら れ
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ れ ら の 要 望 に 応 じ 、 コ ン タ ク ト を 保 持 固 定 し た ハ ウ ジ ン グ と 、 接 続 相 手 を コ ン タ ク ト に
押 し 付 け 接 続 す る た め の 開 閉 可 能 な カ バ ー と を 含 む コ ネ ク タ が 提 案 さ れ て い る 。 そ の コ ネ
ク タ に お い て 、 Ｉ Ｃ カ ー ド の 着 脱 は カ バ ー を 開 放 さ せ て 行 う 。 Ｉ Ｃ カ ー ド の 着 脱 作 業 の 終
了 後 、 カ バ ー を 閉 じ 、 そ の 一 部 を ハ ウ ジ ン グ に 係 合 さ せ ロ ッ ク す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 種 の コ ネ ク タ と し て 、 カ バ ー の ロ ッ ク を 解 放 さ せ る 際 に は 、 カ バ ー を ハ ウ ジ ン グ に 沿
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っ て ス ラ イ ド さ せ る こ と を 必 須 と す る タ イ プ の も の が あ る （ 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ 、 及
び 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。 こ の タ イ プ の コ ネ ク タ に よ る と 、 カ バ ー を ハ ウ ジ ン グ に 沿 っ て ス ラ
イ ド さ せ な い 限 り 、 カ バ ー の ロ ッ ク が 解 放 さ れ な い た め 、 通 常 の 使 用 で は 誤 っ て カ バ ー が
開 放 さ れ て し ま う 虞 は 少 な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 特 に 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の コ ネ ク タ は 、 薄 形 化 す る た め 金 属 製 の カ バ ー を 具 備 し て い
る 。 そ の カ バ ー を ハ ウ ジ ン グ に 対 し 回 動 及 び ス ラ イ ド 可 能 に 保 持 す る た め に 、 ハ ウ ジ ン グ
に 設 け ら れ た 軸 部 に 、 カ バ ー に 具 備 し た 長 穴 部 を 係 合 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 特 許 文 献 ３ に 記 載 の コ ネ ク タ も 特 許 文 献 １ に 記 載 の コ ネ ク タ と 同 様 に 薄 型 化 す る た
め 金 属 製 の カ バ ー を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － １ ０ ６ ６ ７ ４ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 １ １ － １ ６ ７ ９ ６ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ６ ０ ５ ３ ７ 号 公 報
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ 、 及 び 特 許 文 献 ３ の い ず れ に お い て も 、 機 器 の 落
下 時 な ど に 強 い 衝 撃 を 受 け る と 、 そ の 衝 撃 に よ り カ バ ー が ハ ウ ジ ン グ に 沿 っ て ス ラ イ ド し
、 ロ ッ ク が 解 放 さ れ て カ バ ー が 開 く こ と が あ る 。 カ バ ー が 不 慮 の 事 態 で 開 放 さ れ る と 、 信
号 の 瞬 断 や 断 絶 等 の 不 具 合 を 引 き 起 こ す 虞 が 大 で あ る 。 こ の 問 題 は カ バ ー を ハ ウ ジ ン グ に
弱 く 摩 擦 係 合 さ せ る の み で は 解 決 が 難 し く 、 ま た 強 く 摩 擦 係 合 さ せ る と カ バ ー を 開 放 さ せ
る た め の 操 作 が 困 難 に な っ て し ま う 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 カ バ ー に 長 穴 部 を 具 備 し た 場 合 に は 、 カ バ ー が 回 動 中 に 位 置 ズ レ を 起 こ し て そ の 先
端 が コ ネ ク タ を 実 装 し た 基 板 に 突 き 当 た り 、 カ バ ー が ス ム ー ス に 回 動 で き な く な る 虞 が あ
る 。 特 許 文 献 １ で は 、 こ の 問 題 を 解 決 す べ く 、 初 期 の 状 態 か ら 軸 が ず れ て 回 動 す る 設 定 と
な っ て い る が 、 こ の 設 定 で は カ バ ー の 先 端 部 の 突 出 量 が 原 因 で 薄 形 化 を 行 え な い 。 ま た 、
回 動 中 に 回 転 軸 の ズ レ を 防 止 す べ く 、 長 穴 形 状 を 円 形 部 （ 回 転 部 ） と 長 方 形 （ ス ラ イ ド 部
） と に 分 け て い る が 、 摩 耗 に 弱 い 樹 脂 製 の ハ ウ ジ ン グ に 一 体 で 具 備 さ れ た 軸 部 で は 軸 部 の
摩 耗 に よ り そ の 効 力 は 長 く 続 か な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
特 許 文 献 ３ に よ れ ば 、 特 許 文 献 １ の 問 題 点 を 軸 部 の 強 度 以 外 の 点 に お い て は 解 決 し て い る
が 、 金 属 製 カ バ ー の 軸 部 は 別 ピ ー ス に て 構 成 さ れ て お り 、 部 品 点 数 の 増 加 に つ な が る 。 し
た が っ て 薄 形 化 が 可 能 に な っ て も 、 コ ス ト ア ッ プ に つ な が る 。 ま た 、 樹 脂 製 の 軸 を 金 属 製
の カ バ ー に 固 定 し た 場 合 は 、 特 許 文 献 １ と 同 様 に 摩 耗 に よ り 、 カ バ ー の 動 作 を 制 御 す る た
め に 軸 形 状 を 加 工 し て も 、 そ の 効 力 は 長 く は 続 か な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
そ れ 故 に 本 発 明 の 課 題 は 、 カ バ ー が 閉 じ た 状 態 で 確 実 に ロ ッ ク さ れ る が 、 操 作 性 は 損 な わ
れ な い 、 小 型 の 薄 形 カ ー ド を 接 続 す る の に 使 用 可 能 な コ ネ ク タ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 他 の 課 題 は 、 薄 形 化 が 容 易 に 可 能 な コ ネ ク タ を 安 価 に 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 一 態 様 に よ れ ば 、 コ ン タ ク ト と 、 前 記 コ ン タ ク ト を 保 持 固 定 し た ハ ウ ジ ン グ と 、
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接 続 相 手 を 前 記 コ ン タ ク ト に 押 し 付 け 接 続 す る た め の カ バ ー と 、 前 記 カ バ ー を 接 続 状 態 に
維 持 す る た め の ロ ッ ク 部 と を 有 し 、 前 記 カ バ ー は 、 第 １ の 方 向 に 回 動 可 能 に か つ 前 記 第 １
の 方 向 と 交 差 す る 第 ２ の 方 向 で は 移 動 可 能 に 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 保 持 さ れ 、 前 記 ロ ッ ク 部 は
、 前 記 第 １ の 方 向 と は 反 対 の 方 向 及 び 前 記 第 ２ の 方 向 に お い て 係 合 す る も の で あ り 、 前 記
接 続 相 手 を 離 脱 さ せ る 際 、 前 記 カ バ ー を 前 記 第 １ の 方 向 へ 回 動 さ せ て 前 記 ロ ッ ク 部 の 係 合
を 解 除 し か つ 前 記 第 ２ の 方 向 へ 移 動 さ せ 、 こ れ に よ り 前 記 接 続 相 手 の 離 脱 を 可 能 に す る よ
う に し た こ と を 特 徴 と す る コ ネ ク タ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
前 記 カ バ ー を 前 記 第 １ の 方 向 と は 反 対 の 方 向 に 向 け て 常 時 付 勢 す る 弾 性 部 材 を さ ら に 有 し
て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
前 記 ロ ッ ク 部 は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 結 合 さ れ た ハ ウ ジ ン グ ロ ッ ク 部 と 、 前 記 カ バ ー に 結 合
さ れ た カ バ ー ロ ッ ク 部 と を 含 み 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ ロ ッ ク 部 及 び 前 記 カ バ ー ロ ッ ク 部 は 、 前
記 第 １ の 方 向 と は 反 対 の 方 向 及 び 前 記 第 ２ の 方 向 に お い て 互 い に 機 械 的 に 係 合 す る も の で
あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
前 記 ハ ウ ジ ン グ ロ ッ ク 部 は 前 記 第 １ の 方 向 に 開 放 さ れ た 凹 部 を 有 し 、 前 記 カ バ ー ロ ッ ク 部
は 前 記 凹 部 に 嵌 合 す る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
前 記 カ バ ー を 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 前 記 第 ２ の 方 向 で 摩 擦 に よ り ロ ッ ク す る 摩 擦 ロ ッ ク 部 を さ
ら に 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 の 他 の 態 様 に よ れ ば 、 コ ン タ ク ト と 、 前 記 コ ン タ ク ト を 保 持 固 定 し た ハ ウ ジ ン グ と
、 接 続 相 手 を 前 記 コ ン タ ク ト に 押 し 付 け 接 続 す る た め の 金 属 製 の カ バ ー と 、 前 記 カ バ ー を
接 続 状 態 に 維 持 す る た め の ロ ッ ク 部 と を 有 し 、 前 記 カ バ ー は 前 記 ハ ウ ジ ン グ と 回 動 可 能 に
係 合 し た 軸 部 を 備 え て お り 、 前 記 軸 部 は カ バ ー と 一 体 に 金 属 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る コ ネ ク タ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ － 図 ３ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る コ ネ ク タ の 全 体 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 示 の コ ネ ク タ １ ０ は 、 携 帯 電 話 等 の よ う に ユ ー ザ ー が 常 時 携 帯 可 能 な 小 型 機 器 に 、 小 型
の 薄 形 カ ー ド と し て の 所 謂 Ｉ Ｃ カ ー ド を 接 続 す る た め の も の で あ る 。 コ ネ ク タ １ ０ は 、 絶
縁 性 の 材 料 に て 作 ら れ た ハ ウ ジ ン グ １ １ と 、 こ の ハ ウ ジ ン グ １ １ の 上 面 を 開 閉 可 能 に 組 み
付 け ら れ た 金 属 製 の カ バ ー １ ２ と を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
カ バ ー １ ２ は 、 そ の 一 端 の 両 側 部 に 一 体 に 形 成 さ れ か つ 互 い に 内 向 き に の び た 対 の カ バ ー
軸 部 １ ３ に よ り 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ の 一 端 １ １ ａ に 対 し 回 動 可 能 に か つ Ｙ 方 向 に 移 動 可 能 に
結 合 さ れ て い る 。 カ バ ー １ ２ の 反 対 端 つ ま り 回 動 端 に は 、 外 向 き に 折 れ 曲 が っ た 指 片 状 の
カ バ ー ロ ッ ク 部 １ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 カ バ ー １ ２ が 閉 じ た 姿 勢 つ ま り ハ ウ ジ ン グ １ １ に
重 な っ た 姿 勢 に あ る 時 に カ バ ー １ ２ が 回 動 す る と 、 カ バ ー １ ２ の 回 動 端 は 実 質 的 に Ｚ 方 向
つ ま り 上 下 方 向 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ハ ウ ジ ン グ １ １ は ハ ウ ジ ン グ 薄 肉 部 １ ５ を 有 し て い る 。 ハ ウ ジ ン グ 薄 肉 部 １ ５ に は 複 数 の
導 電 性 の 信 号 コ ン タ ク ト １ ６ が 保 持 さ れ て い る 。 各 信 号 コ ン タ ク ト １ ６ は 、 弾 力 性 を 有 し
か つ ハ ウ ジ ン グ 薄 肉 部 １ ５ の 中 央 部 の 上 面 に 突 出 し た コ ン タ ク ト 接 点 部 １ ６ ａ と 、 ハ ウ ジ
ン グ １ １ の 他 端 １ １ ｂ の 近 傍 の 開 口 部 １ ７ に 位 置 し た コ ン タ ク ト 半 田 付 け 部 １ ６ ｂ と を 一
体 に 有 し て い る 。 な お 、 １ ８ は ホ ー ル ド ダ ウ ン で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
さ ら に 、 ハ ウ ジ ン グ 薄 肉 部 １ ５ の 少 な く と も 一 方 の 側 部 に は カ バ ー 保 持 ス プ リ ン グ １ ９ が
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保 持 さ れ て い る 。 カ バ ー 保 持 ス プ リ ン グ １ ９ は カ バ ー １ ２ を 開 放 方 向 に 常 時 付 勢 す る 弾 性
部 材 と し て 働 く も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ の 他 端 １ １ ｂ の 近 傍 の 両 側 部 に は ハ ウ ジ ン グ ロ ッ ク 部 ２ １ を 備 え て
い る 。 ハ ウ ジ ン グ ロ ッ ク 部 ２ １ は 、 カ バ ー １ ２ を 保 持 す る た め の カ バ ー 保 持 部 と し て 働 く
も の で あ る 。 各 ハ ウ ジ ン グ ロ ッ ク 部 ２ １ に は 金 属 製 の ロ ッ ク プ レ ー ト ２ ２ が 組 み 付 け ら れ
て い る 。 ロ ッ ク プ レ ー ト ２ ２ の 一 部 は プ レ ー ト 半 田 付 け 部 ２ ２ ａ と し て 開 口 部 １ ７ に 配 置
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 特 に 図 ３ を 参 照 す る と 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ の 一 端 １ １ ａ の 両 側 部 に は 、 Ｘ 方 向 で カ バ
ー 軸 部 １ ３ に 対 向 し 得 る ハ ウ ジ ン グ 凸 部 ２ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 ハ ウ ジ ン グ 凸 部 ２ ３ は 、
カ バ ー 軸 部 １ ３ の Ｙ 方 向 で の 移 動 の 障 害 と な る も の で あ る 。 し か し 、 カ バ ー １ ２ を Ｙ 方 向
で 強 く 押 圧 す る と 、 カ バ ー １ ２ の 弾 性 変 形 を 伴 っ て カ バ ー 軸 １ ３ が ハ ウ ジ ン グ 凸 部 ２ ３ を
乗 り 越 え 、 そ の 結 果 、 カ バ ー １ ２ は Ｙ 方 向 に 移 動 可 能 と な る 。 カ バ ー 軸 部 １ ３ と ハ ウ ジ ン
グ 凸 部 ２ ３ と は 互 い に 協 働 し て 、 カ バ ー １ ２ を ハ ウ ジ ン グ １ １ に Ｙ 方 向 で 摩 擦 係 合 に よ り
ロ ッ ク す る 摩 擦 ロ ッ ク 部 と し て 働 く 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ４ を も 参 照 し て 、 コ ネ ク タ １ ０ に Ｉ Ｃ カ ー ド ３ ０ を 接 続 相 手 と し て 接 続 す る 作 業 に つ い
て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ４ に お い て 、 Ｉ Ｃ カ ー ド ３ ０ は 、 コ ン タ ク ト 接 点 部 １ ６ ａ に 対 応 し て 複 数 の カ ー ド 接 触
部 ３ １ を 有 し て い る 。 接 続 に 際 し て は 、 Ｉ Ｃ カ ー ド ３ ０ は カ バ ー １ ２ に 矢 印 ３ ２ の 方 向 か
ら 装 着 す る 。 Ｉ Ｃ カ ー ド ３ ０ を 装 着 し た 後 、 カ バ ー １ ２ を 矢 印 ３ ３ で 示 す よ う に 回 動 さ せ
て ハ ウ ジ ン グ １ １ に 重 ね 合 わ せ る 。 こ の と き 、 カ バ ー 軸 部 １ ３ は ハ ウ ジ ン グ １ １ の 一 端 １
１ ａ に 最 も 近 い 位 置 に 配 置 さ れ て い る も の と す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ハ ウ ジ ン グ １ １ に 重 ね 合 わ せ た 後 、 カ バ ー １ ２ を 下 方 へ 押 し 付 け つ つ ハ ウ ジ ン グ １ １ の 他
端 １ １ ｂ に 向 け て ス ラ イ ド さ せ る 。 す る と 、 カ ー ド 接 触 部 ３ １ が コ ン タ ク ト 接 点 部 １ ６ ａ
に 圧 接 さ れ る と 共 に 、 カ バ ー ロ ッ ク 部 １ ４ が ロ ッ ク プ レ ー ト ２ ２ の 下 方 に 挿 入 さ れ る 。 こ
の 状 態 で 下 方 へ の 押 し 付 け 力 を 解 除 す る と 、 カ バ ー １ ２ が カ バ ー 保 持 ス プ リ ン グ １ ９ の 復
元 力 で 持 ち 上 げ ら れ る 。 か く し て 、 コ ネ ク タ １ ０ に Ｉ Ｃ カ ー ド ３ ０ が 適 正 に 接 続 さ れ た 状
態 が 得 ら れ る 。 カ バ ー １ ２ を ス ラ イ ド さ せ る と き 、 摩 擦 ロ ッ ク 部 の 作 用 に よ り 適 度 の ク リ
ッ ク 感 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
Ｉ Ｃ カ ー ド ３ ０ を 接 続 し て い る か 否 か に は か か わ ら ず 、 カ バ ー １ ２ が 閉 じ ら れ た 図 ５ （ ａ
） ～ （ ｄ ） に 示 す 状 態 で は 、 カ バ ー ロ ッ ク 部 １ ４ が ロ ッ ク プ レ ー ト ２ ２ の Ｚ 方 向 係 合 部 ２
２ ｂ に Ｚ 方 向 で 係 合 す る と と も に 、 Ｙ 方 向 係 合 部 ２ ２ ｃ に Ｙ 方 向 で 係 合 し 、 そ の 結 果 、 カ
バ ー １ ２ が 閉 じ た 状 態 で カ バ ー ロ ッ ク 部 １ ４ は Ｚ 方 向 及 び Ｙ 方 向 の い ず れ に お い て も ロ ッ
ク プ レ ー ト ２ ２ に 係 止 さ れ る 。 即 ち 、 カ バ ー ロ ッ ク 部 １ ４ と ハ ウ ジ ン グ ロ ッ ク 部 ２ １ と の
機 械 係 合 に よ る 機 械 ロ ッ ク 部 が ロ ッ ク 状 態 に な る 。 し た が っ て 、 カ バ ー １ ２ は 閉 じ た 状 態
で 確 実 に ロ ッ ク さ れ 、 機 器 の 落 下 時 な ど に 強 い 衝 撃 を 受 け て も カ バ ー １ ２ が 開 放 す る こ と
は な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
次 に 図 ６ － 図 ９ を 参 照 し て 、 カ バ ー １ ２ を 開 放 す る 作 業 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま ず 図 ６ に 矢 印 ４ １ で 示 す よ う に 指 ４ ０ で カ バ ー １ ２ を 下 方 へ 押 圧 す る と 、 カ バ ー １ ２ が
カ バ ー 保 持 ス プ リ ン グ １ ９ を 付 勢 し つ つ 少 し 下 降 す る の で 、 カ バ ー ロ ッ ク 部 １ ４ が ロ ッ ク
プ レ ー ト ２ ２ の Ｚ 方 向 係 合 部 ２ ２ ｂ か ら 離 れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
次 に 図 ７ に 矢 印 ４ ２ で 示 す よ う に 指 ４ ０ で カ バ ー １ ２ を ハ ウ ジ ン グ １ １ の 一 端 １ １ ａ に 向
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け て 押 圧 す る 。 す る と 、 カ バ ー １ ２ が ハ ウ ジ ン グ １ １ に 沿 っ て ス ラ イ ド し 、 カ バ ー ロ ッ ク
部 １ ４ が ロ ッ ク プ レ ー ト ２ ２ を 越 え て ハ ウ ジ ン グ ロ ッ ク 部 ２ １ か ら 完 全 に 離 れ る 。 こ の 状
態 で は 、 カ バ ー １ ２ が 閉 じ た 状 態 に あ る が 、 カ バ ー ロ ッ ク 部 １ ４ は Ｚ 方 向 及 び Ｙ 方 向 の い
ず れ に お い て も 係 止 を 解 放 さ れ て い る 。 即 ち 、 上 述 し た 機 械 ロ ッ ク 部 の ロ ッ ク 状 態 が 解 放
さ れ る 。 カ バ ー １ ２ を ス ラ イ ド さ せ る と き 、 摩 擦 ロ ッ ク 部 の 作 用 に よ り 適 度 の ク リ ッ ク 感
が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
機 械 ロ ッ ク 部 の ロ ッ ク 状 態 が 解 放 さ れ る と 、 図 ８ に 示 す よ う に カ バ ー １ ２ が カ バ ー 保 持 ス
プ リ ン グ １ ９ の 復 元 力 で 少 し 持 ち 上 げ ら れ る 。 そ こ で 、 カ バ ー １ ２ の 回 動 端 に 矢 印 ４ ３ で
示 す よ う に 指 ４ ０ を 引 っ 掛 け て 持 ち 上 げ る こ と に よ り 、 カ バ ー １ ２ を 開 放 さ せ る こ と が 容
易 に 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ９ に 矢 印 ４ ４ で 示 す よ う に カ バ ー １ ２ を 回 動 さ せ て 開 放 さ せ る と 、 図 ４ に 示 し た よ う に
カ バ ー １ ２ に Ｉ Ｃ カ ー ド ３ ０ を 装 着 し た り 或 い は 取 り 外 し た り す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
上 述 で は カ バ ー ロ ッ ク 部 １ ４ 及 び ロ ッ ク プ レ ー ト ２ ２ を い ず れ も 金 属 製 と し た 例 に つ い て
説 明 し た が 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 こ れ ら を 樹 脂 な ど の 絶 縁 体 で 構 成 し て も よ い 。 な お 、
図 １ ０ に お い て も 、 同 様 な 部 分 に は 同 じ 参 照 符 号 を 付 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 カ バ ー が 閉 じ た 状 態 で 確 実 に ロ ッ ク さ れ る が 、 操
作 性 は 損 な わ な い 、 小 型 の 薄 形 カ ー ド を 接 続 す る の に 使 用 可 能 な コ ネ ク タ を 提 供 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 本 発 明 に よ れ ば 、 薄 形 化 が 容 易 に 可 能 な コ ネ ク タ を 安 価 に 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る コ ネ ク タ を カ バ ー 開 放 状 態 で 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の コ ネ ク タ を カ バ ー 閉 鎖 状 態 で 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の コ ネ ク タ の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ － 図 ３ の コ ネ ク タ に Ｉ Ｃ カ ー ド を 装 着 し た カ バ ー 開 放 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ － 図 ３ の コ ネ ク タ の カ バ ー 閉 鎖 状 態 を 説 明 す る た め の 図 で あ り 、 （ ａ ） は 平
面 図 、 （ ｂ ） は 正 面 図 、 （ ｃ ） は 右 側 面 図 、 （ ｄ ） は 要 部 の み の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ － 図 ３ の コ ネ ク タ に お い て カ バ ー を 開 放 す る 作 業 の 第 １ 手 順 を 説 明 す る た め
の 図 で あ り 、 （ ａ ） は 正 面 図 、 （ ｂ ） は 要 部 の み の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 １ － 図 ３ の コ ネ ク タ に お い て カ バ ー を 開 放 す る 作 業 の 第 ２ 手 順 を 説 明 す る た め
の 図 で あ り 、 （ ａ ） は 正 面 図 、 （ ｂ ） は 要 部 の み の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 １ － 図 ３ の コ ネ ク タ に お い て カ バ ー を 開 放 す る 作 業 の 第 ３ 手 順 を 説 明 す る た め
の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 １ － 図 ３ の コ ネ ク タ に お い て カ バ ー を 開 放 す る 作 業 の 第 ４ 手 順 を 説 明 す る た め
の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】
図 １ － 図 ３ の コ ネ ク タ の 変 形 例 を 示 し 、 （ ａ ） は カ バ ー 閉 鎖 状 態 の 要 部 の み の 拡 大 斜 視 図
（ ｂ ） カ バ ー 開 放 状 態 の 要 部 の み の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 コ ネ ク タ
１ １ 　 ハ ウ ジ ン グ
１ １ ａ 　 ハ ウ ジ ン グ の 一 端
１ １ ｂ 　 ハ ウ ジ ン グ の 他 端
１ ２ 　 カ バ ー
１ ３ 　 カ バ ー 軸 部
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１ ４ 　 カ バ ー ロ ッ ク 部
１ ５ 　 ハ ウ ジ ン グ 薄 肉 部
１ ６ 　 信 号 コ ン タ ク ト
１ ６ ａ 　 コ ン タ ク ト 接 点 部
１ ６ ｂ 　 コ ン タ ク ト 半 田 付 け 部
１ ７ 　 開 口 部
１ ８ 　 ホ ー ル ド ダ ウ ン
１ ９ 　 カ バ ー 保 持 ス プ リ ン グ
２ １ 　 ハ ウ ジ ン グ ロ ッ ク 部
２ ２ 　 ロ ッ ク プ レ ー ト
２ ２ ａ 　 プ レ ー ト 半 田 付 け 部
２ ２ ｂ 　 Ｚ 方 向 係 合 部
２ ２ ｃ 　 Ｙ 方 向 係 合 部
２ ３ 　 ハ ウ ジ ン グ 凸 部
３ ０ 　 Ｉ Ｃ カ ー ド
４ ０ 　 指
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

(9) JP 2004-111125 A 2004.4.8



フロントページの続き

Ｆターム(参考) 5B058 CA13  KA24
　　　　 　　  5E021 FB18  FC31  FC36  HA05  HB07  HC09  HC36
　　　　 　　  5E023 AA21  BB19  BB25  DD07  DD19  DD26  DD28  EE10  HH30

(10) JP 2004-111125 A 2004.4.8


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

